
内部質保証に関する方針 

 

１．基本方針 

 

（１）本学は、本学の理念・目的の実現に向けて、自らの教育研究その他諸活動について自己点

検・評価を行い、大学としての一定水準の維持・向上を図り、社会に対し説明するための仕組

みを恒常的に機能させることによって内部質保証を行う。 

（２）本学は、「三つの方針(3 ポリシー)の策定に関する基本方針」をはじめとする各種方針の実

現並びに学部・研究科の三つの方針を起点とする PDCA サイクルの構築に向け策定した行動計画

を、段階的・重層的に点検・評価、改善することにより、継続性・組織性・透明性・客観性に

基づく内部質保証を推進する。 

 

２．責任体制・手順等 

 

（１） 本学は、「経営会議」を、内部質保証推進組織と位置づけ、当会議において、本学の理念・

目的の実現に向けた各種方針、事業・財政計画、自己点検・評価を基盤とした他諸活動の改善

方針等を決定し、学内外に明示する。これら方針等の決定にあたっては、学長は、教授会、研

究科委員会に意見を求める。 

（２） 内部質保証の基盤として行う自己点検・評価は、「自己点検・評価委員会」が統括し、当委

員会において、学部・研究科並びに委員会等の各組織が行う諸活動（教育・研究活動、組織運

営等）に関する自己点検の結果を評価し、全学的または教育課程・部門横断的課題を抽出する。

自己点検・評価結果は、当委員会が、毎年、自己点検・評価報告書として取りまとめ、質保証

室を通じて経営会議に報告する。 

（３） 経営会議が行う内部質保証推進を支援するため、「質保証室」が、自己点検・評価報告書に

基づく自己点検・評価結果の検証、学部・研究科並びに各組織における質保証の支援、質保証

に係る情報の集約・分析・発信の他、学部・研究科並びに各組織の諸活動に対し、学長が改善

指示を行うにあたっての根拠情報を提供する。 

（４） 内部質保証を担保するため、有識者等による外部評価並びに認証評価機関による機関別認証

評価及び専門分野別認証評価を受審する。 

（５） 内部質保証の推進について、広く社会に証明・説明するため、教育情報並びに自己点検・評

価結果、外部評価結果、認証評価結果を、多様な媒体を用いて積極的に公表する。 

（６） 内部質保証推進の一環として行うファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）並びにスタッ

フ・デベロップメント（ＳＤ）を通じて、教職員の資質・能力の向上を図る。ＦＤは、教員の

専門性、授業運営、カリキュラムの質の向上を目指す。ＳＤは、これらの組織的基盤となる「大

学人」として質の向上を目指す。 

 

３．教育活動の有効性・適切性に関する検証 

 

（１）本学は、教育活動の有効性の検証を、①授業レベル、②教育課程レベルの２段階で行う。検

証は、各教育課程のアセスメントプランに示す指標を用いる。改善にあたっては、教育活動及

びアセスメントプランに基づく各種情報を把握し、積極的に活用する。 



（２）教育課程レベルの検証については、学部・研究科のアセスメントプランに則り、学部・研究

科の教育目標の到達に向けた成果を、教授会及び研究科委員会において点検・評価する。 

（３）授業レベルの検証については、各授業の担当教員が行う直接評価及び間接評価の指標を用い

た点検・評価結果について、学部は教務委員会、研究科は研究科教務委員会が総括し、アセス

メントプランに則り点検・評価する。 

（４）学生、実習施設、就職先施設、地域社会等、本学の教育活動に直接的または間接的に関与す

るステークホルダーによる評価を実施し、評価結果に基づく検証と改善を行う。 

 

附 則 

この方針は、令和２年２月２１日に制定され、令和２年４月１日から施行する。 

附 則 

この方針は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則 

この方針は、令和６年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

【参考資料】 

 概念図１：日本赤十字九州国際看護大学 経営システム及び教学マネジメント概念図 

 概念図２：日本赤十字九州国際看護大学 内部質保証体制図 

 概念図３：日本赤十字九州国際看護大学 教学マネジメント体制図 
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日本赤十字九州国際看護大学 内部質保証体制図 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
＜矢印付随の数字の説明＞ 

 

 

❶ 実施要領の提示と点検指示 
❷ 各教育課程及び各組織によるア

クションプランの確認・修正 
❸ 自己点検・評価委員会によるアク

ションプランの確認 
❹ アクションプランの検証・報告 
❺ 計画の実行 
❻ 中間評価に向けた自己点検・評価 

❼ 中間評価［中間評価会議］ 
❽ 最終評価に向けた自己点検・評価 
❾ 最終評価［最終評価会議］ 
❿ 自己点検・評価報告書の作成 
⓫ 報告書の検証・報告 
⓬ 内部質保証体制の見直し・改善 
⓭ 情報の共有・公表 
⓮ 外部評価、認証評価の受審 

④-a，⑪-a 
改善の指示・情報共有 

④-b，⑪-b 
改善報告 

改善活動（必要に応じて） 

③-a，⑦-a，⑨-a 
修正の指示・対応報告 

自己点検・評価活動 

社 会 

⓭ 自己点検・評価結果の公表 

（自己点検・評価報告書を以て行う） 
⓮ 

機関別認証評価 
専門分野別認証評価 

外部評価組織 

大学運営審議会 

7 年ごとに受審 必要に応じて実施 
第三者評価 
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日本赤十字九州国際看護大学　教学マネジメント体制図
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シラバスに基づいた授業の実施
教員 教務委員会、研究科教務委員会
《評価指標》
・授業評価アンケート
・成績評価（GPA、成績評価分布表等）
・科⽬の⾃⼰評価シートの作成

DPに⽰された⼒の育成状況
ジェネリックスキルの育成状況
授業内容・⽅法の適切性
シラバスと授業内容・⽅法の整合性

⽅針
◆シラバス作成要領
・DPに⽰された⼒を育成するための
到達⽬標

・ジェネリックスキルを育成するため
の授業⽅法・評価⽅法

授業内容・⽅法についての有効性の検証
教員 教務委員会、研究科教務委員会
・シラバスと授業内容の整合性
・単位の実質化・適切性
・授業評価アンケート
・科⽬の⾃⼰評価シート
・厳格な成績評価
・新たな授業形態の試⾏

⽅針
◆三つの⽅針（３ポリシー）
◆アセスメントプラン
◆カリキュラムマップ
◆カリキュラムチェックリスト
◆シラバス第三者チェック

各⽅針に基づく教育活動の計画・実⾏
教授会・研究科委員会 学部・研究科関連委員会
《評価指標》
・授業評価アンケート 全体傾向
・成績評価（GPA、成績評価分布表等）
・学⽣⽣活調査
・実習施設、就職先施設インタビュー調査
・卒後調査
・３ポリシーの整合性点検
（卒業率、就職率、進学率、留年・中退率）

・⼊試データ
・国家試験合格率

改善と改⾰、ポリシーへの反映
・当該年度計画指標に基づく評価・改善（毎年）
・カリキュラム改正（中期的）

カリキュラムに関する
学⽣からのヒアリング

⽅針
◆教育理念・⽬的
◆中期計画
◆グランドデザイン
◆⼤学運営の基本⽅針
◆取組みに関する各種⽅針
◆教員組織 整備計画
◆三つの⽅針の策定に関する
基本⽅針

具体化

全学的な取り組み

・３ポリシーの⾒直し
・教育課程、授業内容・⽅法の
改善⽀援

・学習成果検証⽅法の検討
・ICT活⽤⽀援
・国際関連プログラム充実に
向けた⽀援

・FDプログラムの提供
・研究倫理教育プログラムの提供
・研究スキル向上プログラムの
提供

・新任教員、若⼿教員への
⽀援プログラム

・シラバスガイドラインの配布
・シラバス第三者チェック
・SA・TA制度
・FD・SD企画

学 ⻑

全学的課題･制
度等の提案･改
⾰案の検討

⾒解表明及び
ｶﾘｷｭﾗﾑの変
更･改正に関
わる説明

全学内部質保証推進責任組織

経営会議
（教学の最⾼機関）

具体的な展開

⾃
⼰
点
検
・
評
価
委
員
会

教育活動の有効性の検証
教授会・研究科委員会 学部・研究科関連委員会
・教育課程の体系性・⼀貫性
・学習成果の検証
・学習⽀援の適切性
・社会的ニーズとの適合性
・教員・教員組織の適切性
・施設・設備等の適切性
《検証活動》
カリキュラム形成評価報告書

⼤学運営審議会

分野別認証評価
（⽇本看護学教育評

価機構）

認証評価に
活⽤

評価
（助⾔・
勧告）

機関別認証評価（⼤
学基準協会）

質
保
証
室

諮問

指⽰

⼤学全体に関わる事項の有効性の検証

公表公表公表

報告
指⽰

授業改善と学習成果の把握

学⽣･教職
員との協議
学⽣⾃治会との
意⾒交換会

摘要 各矢印の意味

指示・説明・

依頼事項等の提示等

報告等

矢印に説明の記載がない

場合は、単に関連性を示し

ている。

報告

ACTION
PLAN DO CHECK

実習連絡協議会でのﾋｱﾘﾝｸﾞ
実習施設調査
就職施設調査

⽇⾚学園法⼈本部
・理事会 ・ｶﾘｷｭﾗﾑ委員会等
◆⽇⾚学園中期計画・年次計画

卒業⽣調査

指
⽰

報
告


